
1 はじめに

筆者らは 2004度末から 2005年度まで，宍道湖・
中海環境データベースについて検討してきた．2004

年末から構想した宍道湖・中海環境データベース研
究会（以下，「研究会」とする）を 2005年度前半に開
催し，後半には宍道湖・中海環境データベース検討
会（以下，「検討会」とする）として継続している．研
究会は勉強会的な位置付けで，内外の環境データ
ベースについての情報の収集，提供，共有を通じて，
宍道湖・中海環境データベースの望ましい姿につい

ての認識を共有することを当初の目的とした．検討
会では，研究会で共有した認識に基づいてデータ
ベースのプロトタイプを作成することを目的として
いる．
本稿は，宍道湖・中海環境データベースについ
て，研究会，検討会の内容を紹介しながら，検討事
項の整理を行い，宍道湖・中海環境ベースのプロト
タイプについて紹介し，今後の方向性および課題を
整理することを目的とする．
なお，本稿は 2006年 3月に作成された．
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Abstract: Study Group on Environmental Database for Lakes Shinji and Nakaumi had been
held during the first half of the Japanese Fiscal Year 2006（Heisei 17）with participation of
professionals from Shimane University and National and Local governments to information
collection and dissemination and common ownership of the information related to
environmental database in Japan and the world. After the Study Group, Discussion Group on
Environmental Database for Lakes Shinji and Nakaumi has been held to discuss on a desirable
environmental database for the area. The purposes of this article are to describe what kind of
information was introduced to the participants in the Study Group, what kind of discussions
were made in the Discussion Group, what kinds of prototype of the environmental database
was developed after the discussions, and what kinds of progress are expected in the future.
Many environmental related organizations have already disseminated environmental related
information in the drainage area of the two Lakes using internet. One of the assignments of the
environmental database will be considered to prepare the framework of the environmental data
by use of clearing house mechanism（CHM）and catalog service（CS）with consideration of
progresses of information technology. In addition to research purpose, administrative or project
based purposes and information dissemination for ordinary citizens should be included in
consideration of desirable directions of the environmental database and its contents.
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2 宍道湖・中海環境データベース研究会
と検討会

2.1 宍道湖・中海環境データベース研究会
島根大学，国土交通省，地方公共団体等が所有す
る多くの環境関連データを地理情報システム（GIS）
等の手法を用いて「環境データベース」を構築するた
めの情報共有を目的として，国，県（島根，鳥取），
大学の関係者が参加し，研究会が 2005年 4～9月に
開催された（表 1）．この他に，並行して流域データ
ベースに関する流域ワーキンググループ（WG）を 3

回開催した．研究会は環境データベースに関する勉
強会的な位置付けで，宍道湖・中海流域を含めた国
内外の環境データベースについての参加者による情
報共有を主な目的とした．流域WGは，特に参加者
から要望があった（小）流域の区分についてを中心に
議論するために開催した（表 2）．
研究会の議事内容および主な資料については，

PDFファイルなどに取りまとめて汽水域研究セン

ターの共用サーバー上に置いてある他，主な参加者
に CD-Rで配布した．本稿の 4章の内外の環境デー
タベースの内容は，研究会での成果を元にしている．

2.2 宍道湖・中海環境データベース検討会
研究会は環境データベースに関する勉強会的な位
置付けとしたのに対して，その後，2005年 10月以降
に開催している検討会は，実際のデータベース構築
のための検討を行うことを目的としてきた．研究会
で共有してきた情報などを元にして，参加者により
描いた宍道湖・中海環境データベースのイメージ図
を図 1に示す．流域情報，湖内情報，文献情報の 3

種類の情報に区分し，この他に，活動・交流会につ
いての情報を提供するというのがイメージの大枠で
ある．流域情報は，研究会の流域WGでの成果を主
な内容としながら，人口，土地利用，水量，水質な
どについての基本的情報を整理したものを目指して
いる．湖内情報は，水質，底質，生物，湖岸などの
情報が含まれるものとなると考えている．将来的に

表 1．宍道湖・中海環境データベース研究会（都筑，2005b；都筑・中山・國井，2006a，b）
Table 1. Activities of Research Group on Environmental Database for Lakes Shinji and Nakaumi.（Tsuzuki, 2005b;
Tsuzuki, Nakayama and Kunii, 2006a, b）

表 2．宍道湖・中海環境データベース研究会 流域分科会
Table 2. Activities of Drainage Area Working Group, Research Group on Environmental Database for Lakes Shinji and
Nakaumi.
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は，湖内を，宍道湖，中海の 2つに大きく区分し，中
海はさらに中海湖心，米子湾，本庄水域の 3つに区
分して，データの検索機能を持たせるという構想も
ある．文献情報は，文献のリストで，検索を可能と
し，抄録にもアクセスが可能になるようなものを考
えている．活動・交流会については，行政，NGO／
NPO，流域連絡協議会などの活動に関する情報を整
理して掲載し，情報提供するものである．ここには，
関係機関へのリンクが作成される予定である．
これらの情報について，地理情報システム（Geo-

graphic Information System, GIS）を用いて，データの
整理，データの提供を行っていくことが提案されて
いる．
さらに将来的には，何らかの形でシミュレーショ
ンを含めることを考えており，現状に関して基本条
件を整理してインプットとし，アウトプットとして
定量的な予測や社会的効果が得られるようなものと
することが目的の 1つになる可能性もある．
なお，宍道湖・中海の地理情報システムの構築に
ついて，山室ら（1999）が現地調査データを GISで一
元的に管理し，生態系シミュレーションの基礎情報
として提供することを提案している．

3 宍道湖・中海流域の環境関連情報

宍道湖・中海流域では，諸機関でそれぞれの環境
関連データを公開している（表 3）．宍道湖・中海流
域の環境情報を各機関でそれぞれ公開しているた
め，責任機関が明確であるというメリットがある反
面，環境データの所在を含めて各機関への問い合わ
せが必要な場合もある．この点については，国交省
の所管する河川，湖沼の水質データを，島根県中山
間地域研究センターのデータベース，環境情報ス
テーションにおいて県の所管するデータと合わせて
公開するようなサービスが 2005年度初頭に開始さ
れており，データの窓口の一元化の方向性もある．

4 内外の環境データベース

本章では，研究会で情報提供された内外の環境
データベースについて，概要を紹介する．本章の内
容は検討会において，宍道湖・中海環境データベー
スの将来的な方向性についての議論の元となってき
たもので，宍道湖・中海環境データベースが一般公
開される段階においては，この部分が本誌上で公開
されていれば環境分野のデータベースの現状を踏ま
えた意見をいただくことも可能になる．さらに，将

図 1．宍道湖・中海環境データベースのイメージ図（都筑，2005b；都筑・中山・國井，2006a，b）
Fig. 1. A perspective of Environmental Database for Lakes Shinji and Nakaumi.（Tsuzuki, 2005b; Tsuzuki, Nakayama
and Kunii, 2006a, b）
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来的には，現時点での環境データベースの概要を示
す資料となるものであると考え，ここに簡単に整理
して記載する．

4.1 東京湾，大阪湾，瀬戸内海の環境データベース
既存の公開（一部を含む）を目的とする環境関連の
データベースについては，大規模なものとして東京
湾環境情報サービス，大阪湾環境データベース（以
上，国土交通省地方整備局が作成），せとうちネット
（社団法人瀬戸内海環境保全協会が作成）等がある．
東京湾環境情報サービス（http://www.tbeic.go.jp/

opening.html，国土交通省関東地方整備局港湾空港
部）では，GISを用いて，東京湾の水環境の状況につ
いてのデータなどを提供している．水質や底質の測
定データについて，地図やグラフを利用した検索・
閲覧が可能である．収録されているデータ所有機関
は，関東地方整備局，国土技術政策総合研究所，沿
岸自治体，データの種類は水質データ（海域），底質
データ（海域），データの項目は健康項目，生活環境
項目，ダイオキシン，現場観測項目，観測年はデー
タ種類によるが 1970年代以降，各データは html形
式の表として画面上に表示することができるが，項

表 3．宍道湖・中海流域の環境関連情報のインターネットでの公開状況（國井・都筑，2005；都筑，2005a，
b；都筑・中山・國井，2006a，b；一部修正）
Table 3. Information dissemination of environmental related information of Lakes Shinji and Nakaumi via Internet by
some related organizations.（Kunii and Tsuzuki, 2005; Tsuzuki, 2005a, b; Tsuzuki, Nakayama and Kunii, 2006a, b）
（modified by the author）
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目数に制限がある．
大阪湾環境データベース（http://kouwan.pa.kkr.mlit.

go.jp/kankyo-db/index 2.asp，国土交通省近畿地方整
備局）でも環境関連のデータ提供が行われている．
数値情報データベースのコーナーでは，GISを活用
し，複数の機関のデータを重ねて濃度コンタ図を画
面上に描けるような工夫もされている．水質，底質，
底生生物の測定データを検索・閲覧することがで
き，今後，登録する内容について拡大を図る予定で
あるとされている．データの活用利便性について
は，CSV形式（表形式）で「調査名称」ごとにダウン
ロードできる．
せとうちネット（http://www.seto.or.jp/seto/，社団法
人瀬戸内海環境保全協会）では，広域総合水質調査
データも含めて各種の環境関連のデータを閲覧，利
用することができる．データは年度単位でまとめて
ダウンロードできる．

4.2 霞ヶ浦データベース
霞ヶ浦データベース（http : / /www.nies . go . jp / db /

index.htmlから「霞ヶ浦データベース」を選択）は，国
立環境研究所が公開している各種データベースの中
で，「過去 20年余りにわたって蓄えてきた霞ケ浦の
水環境に関する観測研究の成果をまとめたデータ
ベース」と説明されている．気象データ，水質デー
タ，生物データが，項目により 1990年または 2002

年頃までのデータが公開されている．
この他に，CD-ROMで配布されている霞ヶ浦流域
管理システムがある．これは，1995年に霞ヶ浦で開
催された世界湖沼会議において，湖沼水質管理にお
いて流域管理が重要になることが指摘されたのを受
けて，国立環境研究所が 2002年に，霞ヶ浦の水質保
全と結びつけることを目的として，つくば市，土浦
市，阿見町を流れる河川を対象に作成したものであ
る．GISを用いて，土地利用，生産活動，生活排水の
処理等についての情報がまとめられている．

4.3 琵琶湖
琵琶湖関連でも環境データベースや，環境関連の
情報影響が各種行われている．例えば，国土交通省
関連では，水のめぐみ館「アクア琵琶」が公開されて
いる．この他に，京都市上水道局，琵琶湖研究所，滋
賀県環境部局が環境関連のデータをホームページで
公開しており，水質以外のデータベースとしては滋
賀県衛生環境センター，琵琶湖博物館が環境関連の
データの提供を行っている．GISとデータベースを

組み合わせてデータ提供を行っている例としては，
NTT西日本が参画して，もりやま水調べマップ，赤
野井湾流域環境情報（琵琶湖研究所プロジェクト）の
提供を行っている．琵琶湖沿岸の航空写真を提供し
ているホームページもある．
また，国土交通省，県，市，大学などの多くの機
関のデータを横断的に活用して琵琶湖の水質に関す
るデータベースを構築し，研究目的に活用する試み
も進められている（藤井，2004）．

4.4 島根県遺跡データベース
島根大学が公開しているデータベースとして島根
県遺跡データベースが挙げられる．島根大学地域貢
献推進協議会・遺跡データベース分科会の HP（http:

//iseki.ipc.shimane-u.ac.jp/bunkakai.html）によると，平
成 14年度文部科学省地域貢献特別支援事業「古代出
雲文化資料の公開活用」事業のために組織された「島
根大学地域貢献推進協議会・古代出雲文化分科会」
を前身として，平成15～16年度文部科学省地域貢献
特別支援事業の一部である「島根県遺跡データベー
スシステムの構築」事業を実施するために，島根大
学地域貢献推進協議会・遺跡データベース分科会が
組織され，島根県遺跡データベース（http://iseki.ipc.

shimane-u.ac.jp/）が作成された．同分科会の組織体制
としては，大学は島根大学，地方公共団体は島根県
教育委員会，松江市教育委員会，出雲市文化企画部
芸術文化振興課，浜田市教育委員会が参加した．
データベースの内容は，初心者向け，中級者向け，
専門家向けの各メニューと関連リンクとなってお
り，それぞれのレベルに応じた検索機能がある．

4.5 水文水質データベースなどの河川関連データ
ベース
水文水質データベース（http://www 1.river.go.jp/，
国土交通省河川局）では，河川水位，雨量，水質等の
データを参照することができる．観測所，年月，項
目を選択すると，データの表が html表示される．こ
の水文水質データベースを含む河川関連の 3種類の
情報が，水情報国土（http://www.mlit.go.jp/river/ IDC

/index.html）に統合されている．3種類の情報と
は，水文水質データベース（平成 10年度開始）の他
には，「川の防災情報（平成 13年度開始）」と「河川環
境データ（河川水辺の国勢調査「河川版」）（http://

www 3.river.go.jp/index_mizube.htm）」で，前者はリア
ルタイムの河川水位，雨量等を提供しており，後者
は河川環境に関するデータを提供している．全体
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に，簡易的なクリアリングハウス機能及びヘルプデ
スク機能をもたせて 3種類のデータを提供してお
り，暫定的に水情報国土データ管理センターが運用
している．
河川水辺の国勢調査は，6項目の生物調査（魚介類
調査，底生動物調査，植物調査，鳥類調査，両生類・
爬虫類・哺乳類調査，陸上昆虫類等調査）と，河川の
瀬・淵や水際部の状況等を調査する「河川調査」，河
川空間の利用者などを調査する「河川空間利用実態
調査」の計8項目で構成されている．このうち生物調
査は，全国 109の一級水系河川すべてについて，毎
年各項目を全国 109水系の 5分の 1程度で実施し，5

カ年で各調査が一巡するようなローテーションで実
施している．この調査結果は河川環境データベース
で公表しているほか，平成 5年度から 11年度のデー
タの一部は「河川水辺の国勢調査年鑑」により公表し
ている．

4.6 生物多様性情報クリアリングハウス・メカニ
ズム（CHM）
大学・博物館，行政，民間調査機関，アマチュア
研究者など，多くの団体・個人が，生物多様性に関
わる多くの情報をそれぞれの形で所有している．生
物多様性情報クリアリングハウス・メカニズム
（CHM）（http://www.biodic.go.jp/, http://www.biodiv.

org/chm/，環境省自然環境局自然環境計画課，生物
多様性情報 CHM事務局（ケベック，カナダ））では，
他の団体・個人が作成したデータの利用に際しての
利便性を図るため，共通のフォーマットのメタデー
タ（例えば，作成者，作成時期，作成方法，フォー
マット，著作権，入手方法，調査制度，など）をデー
タベース化し，これをインターネット上で公開して
情報の共有化を諮っている．
日本では，条約事務局として環境省自然環境局自
然環境計画課が，ナショナル・フォーカル・ポイン
トとして同局生物多様性センター（http://www.

biodic.go.jp/）が登録されていて，平成 15年 8月から
試験運用を行っており，現在はメタデータの登録，
登録情報の検索・閲覧がWeb上で可能となってい
る．

4.7 自然環境保全基礎調査 植生調査 2次メッ
シュ情報

2004年 12月より，「第 6回自然環境保全基礎調査
植生調査」で行われた調査結果について，主に植生
図を中心に紹介するために試験的に開設された

（http://www.vegetation.jp/，環境省自然環境局生物多
様性センター）．植生図とは何か，植生図はどのよう
にして作るのかなどの基本的な解説のほか，植生図
の閲覧，植生図業務遂行に当たって実施されている
委員会などの情報が掲載されており，リンクから各
情報を利用することができるようになっている．

4.8 オランダの環境データベース
Hugo Coops客員教授（当時）によると，オランダの
国家レベルの環境関連のデータベースとしては，国
家水委員会（National water board, DONAR）がデータ
ベースを作成しており（http://www.waterbase.nl），こ
れには，化学物質 500種類，物理的パラメータ 10

種類，生物パラメータ 1種類（クロロフィル）のデー
タが含まれている（第 3回研究会）．この他に，PGO

（民間データ提供組織）が動植物データベースを作成
している他，地域水質データとしてのSTOWABASE

があり，自然データについては，県（Province），森林
局，NGOが協力して ALTERRA（植生データベース）
を作成している．また，中央統計局（Central Bureau

of Statistics, CBS）も環境関連のデータベースに携
わっているとのことであった．
最近のヨーロッパの水環境関連の政策では，

European Commission Water Framework Directiveが重
要であり，国境を越えた政策が進展している．

4.9 アメリカの環境データベース
アメリカの環境データベースには，多くの種類が
ある．例えば，水質モニタリングプログラム関連
データベースとしては，（1）フロリダ・キーズ生態
系システム総合プロジェクト（NOAA／NOS, EPA，フ
ロリダ海洋研究所（FMRI）など），（2）Washoe郡地域
水管理計画シリーズ，（3）カリフォルニア改造計画
－ゴミ捨て場から健康な水辺へ－，（4）マイケル・
ヴィンセント・マクギニーズ；ジョン・ターナー・
ウーリィー（カリフォルニア大学サンタバーバラ
校），（5）手法およびデータ比較検討委員会（国家水
質モニタリング会議，NWQMC），（6）国家灌漑水質
プログラム（内務省），（7）国家水質アセスメントプ
ログラム（NAWQA）国家栄養塩センサス（地質調査
局）などがある．
関係機関としては，連邦レベルでは，（1）連邦地理
データ委員会（FGDC, http://www.fgdc.gov/），（2）水情
報調整プログラム（WICP, http://water.usgs.gov/wicp/

index.html），（3）水情報諮問委員会（ACWI），地方レ
ベルでは，（4）ネヴァダ州地域水計画委員会（RWPC,
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http://www.co.washoe.nv.us/water/rwpc~color=grey&

text_version=），（5）Truckee川 流 域 会 議（http://

yournevada.com/remiges.php?choice=&month=5&year

=2004&article=71）などがある．
（1）は大統領官邸，内閣レベル，独立行政機関か
らの代表 19名で構成される．州，地方公共団体，イ
ンディアン自治区，学識経験者，民間企業と協力し
て，国家空間データインフラ（NSDI）を策定してい
る．NSDIは考え方，基準，手法について，これら関
係機関と協力し，地理データの作成と共有を行って
いる．（2）は連邦機関間の連携を図り，天然資源管理
および環境保護に関する政策決定のための水関連の
情報の更新に務めている．（3）は水情報ユーザーと
連邦水情報プログラムに関する連邦政府にアドバイ
スする専門家の意見を聴取し，連邦水情報プログラ
ムが国家の水関連情報のニーズを満たしているかに
ついて検討している．（4）はネヴァダ州の条例によ
り南Washoe郡の長期水計画を実施する目的で 1995

年に設立された．Washoe郡総合地域水管理計画の
策定と更新を責務としている．この計画は，地域の
現状および将来に関する水供給，水質，排水，洪水
流出，洪水管理を対象としている．2005年 1月に最
新の計画が策定されている．PWRCの対象とする範
囲は約 1200平方マイル（約 3,070 km2）で，北は
Washoe渓谷からWarm Spring渓谷，東は Pyramid

Lake Paiuteインディアン保護区までに及んでいる．
州の法律（条例）により，インディアン保護区と
Tahoe湖の流域は，対象範囲に入っていない．（5）は
連邦，インディアン保護区，州，地域（regional,

local），その他の関係者，合計 40者が参加している．
Truckee川流域において，土地・資源管理に関する
23種類の機能を持つ，15種類のプログラムに，各参
加者が様々な形で参加している．23種類の機能は，
（1）水量，（2）水質，（3）洪水被害削減，（4）オープ
ン・スペース保護，（5）住居地域管理と回復，の 5

つに区分される．
ここでは研究会で紹介された，Salton Sea Database

と GEON Databaseを紹介する．
4.9.1 Salton Sea

カリフォルニア州南部の Salton Seaで Salton Sea

データベースプログラム（SSDP）が実施された．こ
れは，Salton Sea水辺水質モニタリングプログラム
の一環として実施されたものである．Salton Sea水
辺水質モニタリングプログラムは，（1）水質データ
の共有，保管，提供に関する協力を促進する，（2）
データの互換性を促進するために水質サンプリン

グ，分析に関する共通の方法を策定する，（3）Salton

Seaの環境変化をモニタリングするため，水質情報
に関する総合的，技術的評価を実施する，（4）修復プ
ロジェクトに関連する水質問題に対する技術的評価
を実施する，ことを目的とするプログラムである．
この中で，SSDPは，（1）既存の水質データ収集に関
するインベントリーの作成に際して水質技術委員会
（WQTC）を支援する，（2）Salton Seaおよびその周辺
の情報の窓口となる，（3）GISおよび関連技術の支援
を行う，（4）情報の収集，管理，提供を目的として，
地理および情報科学の最新の考え方および技術を適
用する，（5）政策決定インフラとしてのデータ・情
報管理のツールを開発する，（6）多様な考え方に基
づく活動を調整する，ことを目的としている．SSDP

で特徴的と思われるのが，既に関連の研究活動等を
行っていた関連機関についてのレビューを詳細に
行っていることである（図 2）．検討会の大枠として，
データベースの目的を，（1）研究，（2）行政・事業，
（3）市民・県民，の 3つに分けて考えてきた．その側
面 は，図 2で は Research, General Monitoring, Other

Objective／Purposeにおおよそ対応していると考えら
れるが，横軸の Historic, Current, Futureという視点
は，本検討会ではあまり言及されてこなかった視点
である．この点については，この地域では古環境を
研究する分野があるので，今後，このような視点から
の整理を行うことも興味深いと言えるだろう．
また，水質技術委員会（WQTC）ワークショップで
は，6つの基本的「道筋」として，（1）組織および行
政上の枠組み，（2）情報技術，（3）標準的手法／分析
精度の確保（QA），（4）枠組みとなるデータ，（5）モ
デリングのためのアプリケーション，（6）科学的
ギャップ（考え方，データの相違など），についての
議論が行われた．
以上のようなレビューの結果を元にして，GISを
活用したデータベースが作成，公開されている（図
3）．上述の経緯に基づいた学術的な内容に加えて，
釣りなどのレクリェーションに関する情報，Salton

Seaを舞台とする小説や映画に関する情報なども含
まれている．
4.9.2 GEON Database

来日中の元客員教授David Dettman博士によると，
アメリカの地質分野では，GEON（The Geosciences

Network, www.geongrid.org）というデータベースが
開発されている（第 4回研究会）．GEONの特徴とし
ては，空間×時間の 4次元のデータベースで，あら
ゆる地質データを取り込むことができること，双方
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向の機能を活用して地質学上の疑問，質問を発する
機能とそれに回答する機能が備えられていること，
が挙げられる．GEONをテーマとして，世界レベル
での会合が毎年開催されている．

4.10 オセアニアの環境データベース
汽水域研究センター倉田助教授によると，ニュー

ジーランドの研究所 Institute of Geological and Nuclear

Sciences（GNS）は研究所のデータベースをWebで公
開している（http://www.gns.cri.nz）（第 3回研究会）．
図 4にGNSのデータベースリストを示す．このうち
化石記録データベースは，1946年に化石記録の枠組
みが作成され，政府と民間の研究者がフォームに記
入することによりデータ登録が行われてきたもので
ある．地質学会や GNSによって継続され，新しい記
録と過去の記録の再検証が行われてきた．登録ユー
ザはWebから入力と検索が可能となっている．

4.11 科学研究費公開促進費のデータベース
科学研究費の公開促進費の対象となったデータ

ベースは，2004年度に 157件，2005年度に 160件で，
そのうちデータベースが取り扱う範囲を限定する意
味でデータベース名に地名が含まれていると考えら
れるのは 2004年度に 16件，2005年度に 10件と限ら
れている（表 4）．さらに，自然科学系のデータベー
スは数が少ない．環境関連のデータベースの国内外
における整備の状況と，宍道湖・中海環境データ
ベースのこの地域における重要性とを合わせて考え
ながら，今後の進展の方向性について考えていくこ
とも必要であろう．

4.12 水文分野の日本主導の世界レベルのデータ
ベース
平成 15～17年度科学技術振興調整費先導的研究
等の推進の枠組みで行われた「水循環インフォマ
ティクスの確立」では，地球水循環についての地上・
衛星観測データ，数値気象予報モデル出力を統合的
に利用可能とすることを主な目的として，水文学，
気象学，IT，RS（リモートセンシング）／GIS分野の
研究者が共同研究を実施した（小池，2006）．気候メ
モリーやテレコネクションを有する水循環システム
を定量的に把握し，予測精度を向上させるために
は，降雨，河川流量，蒸発散量，積雪，土壌水分な
どのデータを集積し，活用することが必要である．
世界全体を対象とするこのような研究分野では，地
上観測，衛星観測，数値気象予報モデル出力のデー
タ量は年間百テラバイト（テラは 10の 12乗）にもの
ぼり，次元，時空間分解能，座標系，フォーマット，
精度が異なる多種多様なデータを収集，アーカイブ
し，数値モデルなどに活用することを試みた．学問
領域を超え，最新の IT分野におけるデータベー
ス，ネットワーク技術，RS／GIS技術を用いた結果，
集中型データマイニングシステム，分散型データマ
イニングシステムを併用し，地球水循環データ統合
システムの開発，公開，アジアモンスーン研究への
適用，メタデータの設計，適用と国際社会への提案
などの成果を上げている．

5 宍道湖・中海環境データベースの
プロトタイプ

5.1 概要
宍道湖・中海環境データベースのプロトタイプと
して，流域情報，湖内情報，文献情報を作成するこ
とを 2006年度の課題としている．そのうち，島根大
学内に設置したプロトタイプ用サーバーには，湖内

図 2．Salton Seaデータベースプログラムで実施され
た関連機関のレビューの結果の一例．研究目的の過
去のデータについてのプログラムが最も多く，それ
に次いでその他の目的の過去のデータ，現在のデー
タおよび一般的な現在のデータについてのモニタリ
ングの各プログラムが比較的多く行われている．
（The Redlands Institute, 2003）（permission from The
Redlands Institute, University of Redlands）
Fig. 2. An example of the review results of the organiza-
tions related to environmental research in the region. The
most number of programs are in the category of historic
monitoring programs for the purpose of research, and
second group consisted of historic and current monitoring
for other objectives／purpose and general purpose
monitoring for current environments.（The Redlands
Institute, 2003）（permission from The Redlands Institute,
University of Redlands）
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Salton Sea Atlas 
Salton Sea Atlas Maps 
GIS Data 
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Images 
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Virtual Earth Map 

Calendar 
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Weather 
Fishing Reports 
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Orders from SSDP 

Tidbits
The Salton Sea was not an accident
The ‘Salton’ Name
Salton Sea Factoids

Books & Movies

Link
Salton Sea Authority 

Volume I: Installation and Salton Sea story 
View-A-Map

SSDP

Volume II: Maps and Data 
GIS 7

View-A-Map, 

Build-A-Map
Volume III: Digital Orthophoto Quarter-Quads 
(DOQQ’s) 

DOQQ

Volume IV: Digital Raster Graphic (DRG’s), etc. 
135 DRG Power Point®

(DEM)

ArcEplorer®

Salton Sea Digital Atlas 2.0 Salton Sea Database Program

GIS

図 3．Salton Sea Database Programの CD-ROMとホームページの構成（The Redlands Institute, 2003 and 2006, http:
//www.institute.redlands.edu/salton/）（CD-ROM，ホームページを元に著者らが作成）
Fig. 3. Structure of the CD-ROM and the sitemap of the Salton Sea Database Program homepage.（The Redlands
Institute, 2003 and 2006, http://www.institute.redlands.edu/salton/）（Prepared by the authors based on CD-ROM and
the website）

図 4．ニュージーランドの研究所（Institute of Geological and Nuclear Sciences）の
データベースリスト（http://www.gns.cri.nz）（第 3回研究会倉田助教授発表資料
を著者らが一部改変）
Fig. 4. Database list of Institute of Geological and Nuclear Sciences, New Zealand
（http://www.gns.cri.nz）（modified by the authors after presentation material by
Associate Prof. Kurata at the third meeting of Study Group on Environmental
Database for Lakes Shinji and Nakaumi）.
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情報を先行して整備している．湖内情報のプロトタ
イプのコンテンツは，（1）水質情報，（2）プランクト
ン情報，（3）湖岸情報，とする予定である．（1）は総
合理工学部の清家助教授が保有するデータ，（2）は
教育学部の大谷教授が保有するデータ，（3）は汽水
域研究センターの倉田助教授が保有するデータであ
る．データベース作成に際して，保有するデータの
電子化などを依頼した．プロトタイプは検討会メン
バーに限定的に公開しており，今後，一般公開に向
けて整備，検討を進めていく予定である．

5.2 流域情報
本年度は，流域情報の GISデータによる整備を
行った．整備を行った情報は，（1）社会統計情報（人
口分布，戸数分布），（2）土地利用（水田の耕地面積，
林種別），（3）流域管理（小流域別流域表示，土地利
用）（3）流域管理（小流域別流域表示，土地利用のグ
ラフ化）などである．

5.3 湖内情報
先述のように，湖内情報は島根大学内に設置した
プロトタイプ用サーバーに整備している．本節で
は，湖内情報のコンテンツについて簡単に説明する
他，サーバーについての若干の技術的内容を述べる
こととする．
5.3.1 水質情報

1960年代以降の水質情報を提供する．論文発表を
予定しているため，数値情報は現段階では公開せず
に，水質のグラフをデータベースに含める予定であ
る．GISを用いて地点を選択すると，その地点の水

質グラフが表示できる．
5.3.2 プランクトン情報

1980年代以降のプランクトン情報を提供する．プ
ランクトン情報はMicrosoft� Excel�で整理されてい
るので，数年間分のデータをサンプルとして，Excel�

のデータをダウンロードして利用可能にするととも
に，地点，プランクトンの種類を選択すると，数年
間のプランクトン数（濃度）の推移がグラフ表示され
る．
5.3.3 湖岸情報
湖岸情報の元となるデータは2003年春に，宍道湖
湖岸を約 6時間かけて漁船から撮影したデジタル画
像である．既に，この画像を元に，約 600区間に区
分して，宍道湖湖岸の特徴についてまとめた研究が
発表されている（Kurata, 2005）．宍道湖・中海環境
データベースに関する研究活動の一環として，この
画像データの約 600区間を，GISを用いて地図上に
記載し，各区間の長さのデータを付加することを試
みた．湖内情報のプロトタイプの 1つとして，この
データの一部を公開している．
地図上に各区間を記録し，プロトタイプでは，各
区間を選択すると，その区間の属性および特徴的な
画像を見ることができる．
5.3.4 OSとソフトウェア
湖内情報のプロトタイプのOSには，Linuxを用い
ることを検討している．Linuxはリーナス・トパー
ズが，1990年代前半から UNIX系のコマンドをパー
ソナルな PC環境で実行することを目的として開発
を始めた OSであり，当初からソースコードが公開
されていて，オープンなコミュニティにより開発が

表 4．文部科学省科学研究費の公開促進費で公開されているデータベースの件数と，取り扱う範囲を限定
する意味でデータベース名に地名が含まれているデータベース
Table 4. Database disseminated with the Dissemination Promotion Fund of Science Research Promotion Funds of
Ministry of Education, Science and Sports: the numbers of funded database and lists of databases with specific
regional titles in FY 2004 and 2005.
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RPM group Debian group Others
Red Hat Linux Debian GNU/Linux Slackware Linux
Turbolinux Corel Linux Plamo Linux
Miracle Linux Omoikane GNU/Linux
LASER5 Linux
Vine Linux
Konadata MUN/Linux Web

HTML CGI
Apache

perl PHP ruby

sendmail  postfix  qmail

IP
BIND djbDNS

Windows Samba Linux
SFU MaCintosh

Netatalk Macintosh Apple Talk

Software Access (Microsoft,
MS), Open Office Base, Interbase, Firebird, Oracle,
DB2 UDB (IBM), SQLServer (MS), FileMaker,
MySQL, DB2 UDB (IBM), Oracle, PostgreSQL

行われている（濱野，2001）．長所としては，（1）TCP

／IPを中心にネットワークに強い OSとされている，
（2）安定している（例えば，Windows NTよりも），
（3）セキュリティ関連の対策が素早い，（4）情報が多
い（＝Solaris，FreeBSD，NetBSDなどに比べてユー
ザーが多い），（5）商用アプリケーションが徐々に整
いつつある，というような点が挙げられている．一
方，短所としては，（1）Solarisほど安定していない，
（2）印刷環境が非常に弱い，（3）クライアントとして
のユーザビリティが進化の途上にある，（4）ドライ
バなど未対応のハードウェアがまだ多い，というよ
うな点が挙げられている．Linuxにはいくつかの
ディストリビューションがある（表 5）．本格的な
サーバー運用の際には，可能な範囲でこれらディス
トリビューションの特徴を踏まえた選択を行うこと
が望ましいであろう．
上述のようなLinuxのOSとしての特徴から，Web

サーバー，メールサーバー，ネームサーバーなどの
インターネットサーバーとして活用される場合が多
い．インターネットに接続されていなくても，ファ
イルサーバー，データベースサーバーとして活用さ
れていることが多い．表 6に主にLinuxをOSとする
サーバーについて，その概要を示す（濱野，2001）．
本環境データベースについては，Webサーバー，
データベースサーバーを中心に，ファイルサーバー
までが検討対象である．
5.3.5 湖内情報プロトタイプ
湖内情報プロトタイプは，5.3.1～5.3.3に述べたよ
うなコンテンツが，5.3.4のシステム上に構築される
ことを目標としている．その際に，特に，一括して
ダウンロード可能なデータについては，利用者の利
便性向上を目的として，メタデータを整備し，デー
タの特徴，性質，データ取得のための方法などを明
示する方向で進めている．

5.4 文献情報プロトタイプ
文献情報は，相崎（2000）の中海・宍道湖文献目録
をプロトタイプとし，相崎教授作成のホームページ
にリンクしてある．

6 東京大学空間情報科学研究センター
（CSIS）との共同研究

2005年度途中より，本研究における環境データを
整理するためのベースとなるデータセットの充実を
意図して，東京大学空間情報科学研究センター
（CSIS）との共同研究の申請を行い，CSISの保有す
る GIS情報を活用する体制を整えた．本年度におい
ては，共同研究の枠組みを充分に活用できたとは言
い難い．来年度以降，島根県が保有するデータなど
を含めて整理，比較検討を行いながら，活用の方法
も含めて検討していくことが必要であると考えられ
る．

7 今後の方向性

流域情報，湖内情報，文献情報を統合して，宍道
湖・中海環境データベースのプロトタイプとして作
成し，関係者に公開し，合意が取れた段階で一般公
開する方向で進めている．専門家，関係者，一般市
民の意見，ニーズを歓迎し，必要に応じて対応しな
がら，有意義なものにしていければと考えている．
科学研究費公開促進費の対象となっているデータ
ベースの中には，Globalbaseという考え方を採用し
ているデータベースもある（森洋久，2005）（図 5）．
Globalbaseとは，データベースの集中型から自立分

表 5．Linuxの主なディストリビューション
Table 5. Some distributions of Linux.

表 6．Linuxのサーバーの種類とその概要（濱野，2001
を元に著者らが作成）
Table 6. Kinds of Linux server and their outlines.
（Prepared by the author after Hamano, 2001）
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(a) (b)

(c)

散型への流れをサポートするアーキテクチャで，多
くの OS（Linux, Mac, Solaris, Windows, Freebsd）に対
応している．数年間のスパンで考えたときには，宍
道湖・中海環境データベースにもこのような新しい
考え方を適用することも検討する必要があるかもし
れない．分散型アーキテクチャは，例えばヨーロッ
パの数カ国にまたがる水道，電力，ガス分野の多国
籍企業 Schlumberger社の大規模システムでも採用さ
れている（Press Release（2000））．ただし，同社のシス
テムは Oracle�を用いた汎用のWindows�ベースの
アーキテクチャである．土木分野の事業に分散型
アーキテクチャを活用する事例もあり，Sun（2001）
は，共同事業のデータベース，クライアント管理ア
プリケーション，3社のソフトウェアのインター
フェース，VRMLブラウザによって構成される分散
型アーキテクチャにより，設計参加者全員が方針決
定の過程とその合理的根拠を，外部化し，共有する
ことができた，としている．Schoof（2004）は，ヨー
ロッパのバイオインフォーマティーク，植物細胞学
分野の生物学者による分散型ネットワーク PlaNet

について報告している．PlaNetのインターネットを
通じたデータのやり取りは BioMobyが活用されて
おり，データオブジェクトは xml形式，webサービ
スからのデータの読み取りには単純オブジェクト・
アクセス・プロトコル（simple object access compo-

nents, SOAP）が用いられている．このように，分散
型アーキテクチャは用途に応じて汎用の技術と考え
られる．先述の Globalbaseはプラットフォームを問
わない点が新しく，今後の展開が注目されている技
術である．
図 6に宍道湖・中海環境データベース構築のため
の関係者の役割を示す．1つの方向性として宍道
湖・中海湖内および流域の情報，データを多数保有
していると考えられる国，県，大学が，NGO／NPO，
一般市民と協力しながら，宍道湖・中海環境データ
ベースを構築することが望ましい．市民との協働，
関係者との協力などの点について，若干具体的に記
述するとすれば，次のような利点があると考えられ
る．従来，公共事業の方針などを巡って関係者が対
立したような場合には，それぞれがそれぞれのデー

図 5．サーバーとクライアントの関係の模式図．（a）従来型の集中型．データは全てサーバーに置く；（b）中央
にクリアリング（重ね合わせ）サーバーを配置．データは周囲のサーバーに置かれ，中央のサーバーは検索，
オーバーラップの機能を持つ．クリアリングハウスメカニズム；（c）Globalbaseの目指す完全自立分散型アー
キテクチャ．情報発信者と情報検索者の間には妨げとなる量的，質的ボトルネックが何も存在しない状態を理
想とする．（森（2005）を元に著者が作成）
Fig. 5. Illustrations for the relationships of server（s）and clients.（a）: the simplest quasi−centralized architecture;（b）:
clearing house mechanism with a central server with searching and overlapping functions, peripheral servers with data
recording function and clients; and（c）independent and distributed architecture with Globalbase, an ideal environment
without any qualitative and quantitative bottleneck between information providers and receivers（Prepared by the authors
after Mori（2005））
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タを元に主張を展開することが通常であった．しか
しながら，このデータベースによるある程度客観性
があると考えられるデータ群が形成されることによ
り，宍道湖・中海流域の環境に関する共通認識の
バックグラウンドとなることが可能となると考えら
れる．
市民意識の向上に関して，河川を活かしたまちづ
くりに関する動きの中では，パートナーシップによ
る河川管理のあり方に関する研究会（1999）が，
「パートナーシップによる河川管理に関する提言」を
行っている．提言では，基本的なパートナーシップ
（協働）推進の視点として，（1）各主体の多様なかか
わりを再認識する，（2）情報を共有し，お互いを理解
する，（3）多様なパートナーシップで取り組む，（4）
パートナーシップによる取り組みはプロセスが重要
である，ことが挙げられている．宍道湖・中海環境
データベースが，特に（1），（2）の部分で地域の市民
（住民）参加，市民意識の向上に貢献することができ
れば望ましいと考えている．これらの点について
は，短期的には関係機関へのリンクがその機能を果
たし，長期的には仮に各機関のデータがこのデータ
ベースにも含まれるような方向になるとすると，そ
れらのデータを含めたアウトプット用のインター
フェースを工夫することによってその機能を果たす
ことができるようになると考えられる．
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図 6．宍道湖・中海環境データベースに関する関係者の役割．データの配
置方法については，集中型，クリアリングハウス型などから，どのような
形態にするかを今後検討していく予定である．（國井・都筑，2005；都
筑，2005a，b；都筑・中山・國井，2006a，bを筆者らが一部修正）
Fig. 6. Stakeholders and their roles for the environmental database of Lakes Shinji
and Nakaumi. Further considerations would be necessary in regards to actual data
deployment including centralized architecture and clearing house mechanisms
architecture（Modified by the authors after Kunii and Tsuzuki, 2005; Tsuzuki,
2005a, b; Tsuzuki, Nakayama and Kunii, 2006a, b;）
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研究として行った．流域情報については島根県の諸
機関（中山間地域研究センター，環境生活部環境政
策課，保健環境科学研究所，農林水産部森林整備課）
にお世話になった．流域データ，湖岸データ整備，
メタデータ整備は，島根大学 3年生（当時）の熱田さ
ん，木戸さん，松崎さん，松島さん，米澤さんにお
手伝いいただいた．
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